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章 市 

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と

２６

５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、
四
七
四
億
六
、

七
三
八
万
二
、
〇
〇
〇
円
（
前

年
度
比　

％
増
）
と
な
り
ま
し

４.１

た
。

　

予
算
編
成
で
は
、「
開
か
れ

た
市
政
の
実
現
の
た
め
、
情
報

公
開
と
説
明
責
任
の
徹
底
を
図

り
、
市
民
の
理
解
と
信
頼
得
る

こ
と
」、「
持
続
可
能
な
市
政
の

実
現
の
た
め
、『
東
大
和
市
実

施
計
画
』
に
お
け
る
主
要
事
業

な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
集

中
し
て
対
応
す
る
こ
と
」、

「『
東
大
和
市
行
政
改
革
大
綱
』

に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
事
務
事
業
の
実
施
に
努
め

る
こ
と
」
を
基
本
と
な
る
方
針

と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
や
グ
ル
メ
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
実
施
等
に
よ
り

東
大
和
市
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
保
育
園
の
開

設
や
定
員
増
に
よ
り
、
待
機

児
童
の
解
消
に
取
り
組
み
、

廃
棄
物
の
減
量
施
策
と
し
て
、

家
庭
廃
棄
物
の
有
料
化
と
戸

別
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
災
害
対
策
用
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
や
、

中
央
公
民
館
の
耐
震
補
強
工

事
の
実
施
等
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
２
・

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

財
政
課
・
内
線

１
４
３
１
ま
で
。

　

市
議
会
で
は
、
平
成　

年
度

２６

予
算
等
を
審
議
し
た
第
１
回
定

例
会
（
３
月
議
会
）
の
内
容
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
す
る

「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
昨
年　

月
に
続
く
第
２
回

１０

と
な
る
報
告
会
に
、
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月　

日
豸
午
後
２

２０

時
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す

が
、
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方

は
、
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
フ
ァ
ク
ス　

―　

―

０４２

５６３

５
９
２
６
）。

▽
問
合
せ　

議
会
事
務
局
・
内

線
２
０
０
３
ま
で
。

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
食

の
祭
典
「
東
大
和
市
グ
ル
メ
コ

ン
テ
ス
ト
�
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜

祭
�」
の
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
民
グ
ル
ー
プ
や
市
内
飲
食

店
な
ど　

団
体
が
、
地
元
の
食

１８

材
を
生
か
し
て
、
健
康
を
意
識

し
た
自
慢
の
料
理
で
競
い
合
う

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
を
中
心
に
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
友
好
都
市
喜
多
方

市
の
物
産
展
、
同
時
開
催
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
皆
さ
ん
が
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
メ

ニ
ュ
ー（
１
食　

〜　

円
）を
食

１００

２００

べ
た
方
に
お
渡
し
す
る
コ
イ
ン

の
投
票
で
入
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月　

日
貍
・　

日

２６

２７

豸
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公
園

平
和
広
場

◎
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト　

う
ま

か
ん
べ
ぇ
〜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽
期
日　

４
月　

日
豸

２７

▽
受
付
時
間
・
場
所　

午
前
９

時　

分
〜　

時
／
多
摩
モ
ノ
レ

３０

１１

ー
ル
上
北
台
駅
前

▽
コ
ー
ス　

上
北
台
駅
↓
う
ま

か
ん
べ
ぇ
〜
祭
会
場

※
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

�
お
問
合
せ
は
、
東
大
和
市
グ

ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

■
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭
開
催
に

合
わ
せ
て
旧
日
立
航
空
機
㈱
変

電
所
を
特
別
公
開
し
ま
す

　

戦
争
の
痕
跡
を
残
す
貴
重
な

文
化
財
と
し
て
、
市
が
保
存
し

て
い
る
建
物
の
内
部
を
特
別
公

開
し
ま
す
。

　

建
物
内
で
は
、
空
襲
の
様
子

を
示
す
写
真
パ
ネ
ル
、
今
年
３

月
に
卒
業
し
た
第
二
小
学
校
６

年
生
が
変
電
所
を
未
来
に
保
存

す
る
た
め
の
提
案
を
班
ご
と
に

ま
と
め
た
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月　

日
貍
・　

日

２６

２７

豸
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７

今号の主な記事
平成 26年度予算の概要  ……………1～ 3面
市道愛称の投票を  ………………………4面
後期高齢者医療保険料率の改定  ………4面
５月１日から市民葬儀料金を改定  ……4面
平和文集の原稿を募集します  …………5面
平成 26年度青少年健全育成方針  ………5面
情報マップ・健康ひとくちメモ  ……6・7面

4 月26日（土）・27日（日）開催 

平
成
 ２６
 年
度
予
算
 

住
み
よ
い
、
活
気
あ
る
 

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

東
大
和
市
議
会
 

　
　
3
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

4
月
 20
 日
 （日）
 午
後
2
時
〜
4
時
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

平成２６年度 

住宅・店舗 

リフォーム 

資金助成（補助）制度 
　

市
民
の
方
が
所
有
す
る
住
宅
、

ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し
た

場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗

�
住
宅 

市
内
に
所
有
す
る
自

己
居
住
用
の
住
宅

�
店
舗 

市
内
に
あ
る
自
己
営

業
用
の
小
売
店
舗
等
で
、
風
俗

営
業
法
の
規
制
を
受
け
な
い
も

の
（
自
己
営
業
用
の
店
舗
を
賃

借
し
て
い
る
場
合
も
可
）

※
平
成　

年
度
以
降
に
同
一
の

２４

住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金
を

受
け
た
方
は
今
年
度
の
補
助
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
（
平
成　

年
２３

度
以
前
に
利
用
し
て
い
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
す
）。

▽
対
象
と
な
る
工
事　

工
事
金

額
が
消
費
税
額
を
除
き　

万
円

１５

以
上
で
、
市
内
の
建
設
業
者
が

行
う
も
の
で
、
交
付
決
定
以
降

に
着
工
、
平
成　

年
３
月　

日

２７

３１

ま
で
に
完
了
す
る
増
改
築
工
事

で
あ
る
こ
と
（
申
請
前
に
着
工

し
た
工
事
は
除
く
）

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の
５

％
以
内
（
最
高
限
度
は　

万
円
）

１０

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

わたしたちは　 性別による差別
をなくし　 自らの意思で社 会 の
あらゆる分野に参画できる　魅
力あるまちをつくります

〔東大和市男女共同参画　
　　　　　都市宣言（抄）〕

 1 日目〔4月 26日（土）のイベントスケジュール〕
開会式午前 9時 40分

グルメ販売・投票開始（場内放送／太鼓で合図）
10時　　 

出展団体 PRタイム（①～⑨番ブースの出展団体）

ステージ発表①【バンド演奏】西多摩社中10時 15分
ステージ発表②【フラダンス】フラダンスの会 ハナレイ10時 45分
出演団体ＰＲタイム（⑩～⑱番ブースの出展団体）11時 15分
ステージ発表③【コーラス】コール セゾン11時 30分
ゲスト出演【歌とダンス】Ring-Trip（リングトリップ）午後 0時 10分
お笑い芸人「蓮華」ステージショー0時 40分
ステージ発表④【歌＆ギター】ＹＯＳＨＩＥ（ヨシエ）1時 10分
ステージ発表⑤【和太鼓】三宅太鼓（東大和教室）1時 40分
元気ゆうゆう体操2時 10分
グルメ販売・投票終了（場内放送／太鼓で合図）3時　　 

2 日目〔4月 27日（日）のイベントスケジュール〕
うまかんべぇ～ウォーキングスタート受付開始午前 9時 30分

グルメ販売・投票開始（MC紹介）10時　 　   
出展団体 PRタイム（⑩～⑱番ブースの出展団体）

ステージ発表⑥【和太鼓】和太鼓けやき10時 15分
ステージ発表⑦【キッズダンス】パワーガリューションズ10時 45分
出展団体ＰＲタイム（①～⑨番ブースの出展団体）11時 15分
ステージ発表⑧【コーラス】さくらホールミュージックコミュニティ合唱団11時 30分
ゲスト出演【パーカッションアンサンブル】パーカッション・シアター・ギミック午後 0時 10分
ステージ発表⑨【フラダンス】レイアロハナニフラ0時 40分
ステージ発表⑩【ベリーダンス】ラカッス1時 10分
ステージ発表⑪【ゴスペル】ブリリアントスターズ西東京1時 40分
お笑い芸人「蓮華」ステージショー2時 10分
グルメ販売・投票終了（場内放送／太鼓で合図）3時　　  
閉会式／表彰式3時 20分

市　債 
（借入金） 

 

その他 

歳入合計  
283億6,600万円 
（100.0％） 

18億1,380万円（6.4%） 

地方交付税 

都支出金 

国庫支出金 

市　税 

その他 

消防費 11億1,997万4千円（3.9%） 
　　　消防団活動・災害対策など 

 
16億6,640万2千円（5.9%） 
道路・公園の整備など 

衛生費 

教育費 

総務費 

公債費 
民生費 

東京都からの 
負担金、補助金など 

国からの 
負担金、補助金など 

市民税、 
固定資産税、 
都市計画税など　 

繰入金、繰越金 
使用料及び手数料など 

歳入 

157億3,766万1千円 
　（55.5%） 

 
予防接種等の保健 
衛生、ごみ処理など 

市役所・市民センターの 
管理、防犯対策など 

学校の環境整備、 
公民館・図書館の運営 

（　）内は構成比 

（　）内は構成比 

（1.9%） 

121億5,505万2千円 
（42.9%） 

（5.7%） 

18億5,000万円 
（6.5%） 

地方消費税交付金 
10億2,582万6千円 

（3.6%） 

3億8,025万6千円 
（1.3%） 

41億9,841万4千円 
（14.8%） 

53億2,759万4千円 
（18.8%） 

22億7,136万9千円 
（8.0%） 

29億1,762万6千円 
　（10.3%） 

24億3,948万8千円 
　（8.6%） 

16億8,347万4千円（5.9%） 

高齢者や障害者、 
児童などの福祉 

分担金及び負担金 

市債（借入金）の返済 

歳出合計  
283億6,600万円 
（100.0％） 

歳出 

公共事業の資金調達 
のための借入金など 

土木費 
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一   
般   
会   
計

　

予
算
総
額
は
、二
八
三
億
六
、

六
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
て　

％
の
増
と
な

３.３

り
ま
し
た
。

■
歳　

入
■

　

市
税
は
、
一
二
一
億
五
、
五

〇
五
万
二
、
〇
〇
〇
円
で
、
前

年
度
比　

％
の
増
と
な
り
、
歳

２.０

入
予
算
の　

・
９
％
を
占
め
て

４２

い
ま
す
。
税
目
別
で
は
、
市
民

税
個
人
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

新
築
に
伴
う
入
居
者
の
増
等
に

よ
り
、　

％
の
増
、
市
民
税
法

２.２

人
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
業
績

回
復
を
踏
ま
え
て　

％
の
増
と

５.８

し
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産

税
は
、
住
宅
用
地
に
係
る
据
置

措
置
の
廃
止
や
新
築
家
屋
の
増

加
等
に
よ
る
増
額
が
見
込
ま
れ
、

全
体
で
は
前
年
度
比　

％
の
増

２.６

と
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
総
額
で
一

八
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
見
込

み
、
こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
は

一
七
億
円
で
、
前
年
度
比　

％
８.１

の
減
と
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
等

の
新
規
計
上
や
、
保
育
所
運
営

費
負
担
金
等
が
増
額
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比　

％
８.3

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
支
出
金
は
、
保
育
所
運
営

費
負
担
金
及
び
保
育
所
緊
急
整

備
事
業
補
助
金
等
の
増
額
に
よ

り
、
前
年
度
比　

％
の
増
と
な

２.６

り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
一
八
億
一
、
三
八

〇
万
円
で
、
前
年
度
比　

％
の

３.９

減
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
事
業
は
、
中

央
公
民
館
耐
震
補
強
事
業
や
、

小
中
学
校
の
校
舎
外
壁
改
修
事

業
等
の
８
件
で
す
。
ま
た
、
地

方
財
政
対
策
と
し
て
の
臨
時
財

政
対
策
債
は
一
五
億
円
で
、
前

年
度
比　

％
の
減
と
し
ま
し
た
。

５.６

■
歳　

出
■

　

総
務
費
で
は
、
平
和
文
集
の

総
集
編
を
発
行
し
、「
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
」
に
関
し
て

は
、
住
民
基
本
台
帳
に
係
る
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
２
か
所
目
と

な
る
「
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く

す
」
を
開
設
し
、
高
齢
者
の
見

守
り
や
緊
急
時
の
支
援
等
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
玉
川
上
水
保

育
園
の
開
設
や
大
和
東
保
育
園

の
定
員
増
に
よ
り
、
待
機
児
童

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
生
活
困
窮
者
の

自
立
に
向
け
た
支
援
等
を
行
う

た
め
、
相
談
等
の
支
援
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
査
の
定
員
拡
大
や
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、

市
民
の
健
康
の
維
持
向
上
と
、

将
来
的
に
医
療
費
の
抑
制
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
減

量
施
策
と
し
て
、
家
庭
廃
棄
物

の
戸
別
収
集
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
東
大
和
市
の

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
観

光
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
実
行

委
員
会
へ
の
補
助
金
を
増
額
し

ま
す
。
ま
た
、
新
・
元
気
を
出

せ
商
店
街
事
業
と
し
て
、「
市

内
一
斉
富
く
じ
セ
ー
ル
」
を
行

い
、
市
内
商
店
街
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
橋
り
ょ
う
の

損
傷
等
に
よ
る
事
故
防
止
と
耐

用
年
数
の
延
伸
を
図
る
た
め
、

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
集
水

ま
す
の
清
掃
や
雨
水
浸
透
施
設

の
設
置
に
よ
り
、
大
雨
時
の 
錺 
い
っ

 
水 
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

す
い

　

消
防
費
で
は
、
小
中
学
校
に

お
け
る
災
害
対
策
用
備
蓄
食
糧

や
、
備
蓄
コ
ン
テ
ナ
を
整
備
す

る
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
備
え
に
つ
い
て
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、「
ア
メ
リ
カ

ン
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
事
業
」

を
実
施
し
、
中
学
生
の
英
語
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

小
学
校
費
で
は
、
小
学
校
全

　

校
に
書
画
カ
メ
ラ
を
整
備
し
、

１０児
童
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
み
ま
す
。
中
学
校
費

で
は
、
中
学
校
全
５
校
に
災
害

対
策
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

設
置
し
、
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
、
環
境
・
衛
生
面
で
の
改

善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会

教
育
費
で
は
、
貴
重
な
郷
土
資

料
と
な
る
「
里
正
日
誌
」
の
刊

行
や
、
中
央
公
民
館
耐
震
補
強

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に

当
た
る
公
債
費
は
、一
六
億
八
、

三
四
七
万
四
、〇
〇
〇
円
で
、 前

年
度
比　

％
の
減
と
な
り
ま
し

１.３

た
。
平
成　

年
度
末
の
市
債
残

２６

高
は
一
八
六
億
四
九
万
六
、
〇

〇
〇
円
で
、
前
年
度
末
に
比
べ

て
三
億
六
、六
七
六
万
二
、〇
〇

〇
円
の
増
と
な
る
見
込
み
で
す
。

予
算
の
概
要

平
成 

２６ 

年
度
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

一般会計及び特別会計の予算総額
（単位：千円、％）

増減率平成25年度平成26年度会 計 名

3.327,465,00028,366,000一般会計

1.69,470,2319,621,668国民健康
保険事業

特　

別　

会　

計

△ 0.12,182,3902,180,128下 水 道
事 業

36.1196,381267,230土地区画
整理事業

14.34,717,5855,390,594介護保険
事 業

5.71,553,8641,641,762後期高齢
者 医 療

4.145,585,45147,467,382合　　計

　　　　　 　市債（借入金）の状況　 （単位：千円）
平　成　26　年　度平成 25年 度 末

現在高
（見込）

区　　分 年度末現在高
( 見込 )

元金償還
見込額

起債
見込額

274,690 71,486 0 346,176 総務債（来庁者駐車場用地買収等）

332,194 30,465 0 362,659 民生債（福祉施設整備等）

16,877 7,586 0 24,463 衛生債（保健衛生施設整備等)

2,672,663 417,141 112,700 2,977,104 土木債(都市計画道路整備等)

1,273,546 43,828 201,100 1,116,274 教育債(教育施設整備等)

779,176 303,850 0 1,083,026 住民税等減税補てん債

94,069 30,077 0 124,146 臨 時 税 収 補 て ん 債

12,930,268 527,897 1,500,000 11,958,165 臨 時 財 政 対 策 債

205,876 14,708 0 220,584 減 収 補 て ん 債

18,579,359 1,447,038 1,813,800 18,212,597 小　　計（一般会計）

11,462,753 1,045,384 545,000 11,963,137 下水道債（下水道事業特別会計）

30,042,112 2,492,422 2,358,800 30,175,734 合　　計

8 款　土 木 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○橋りょう長寿命化修繕計画策定委託料 603万円
○地域幹線道路の舗装・補修、改良工事費 9,255万円
○歩道の段差改良工事費 584万円
○雨水浸透施設設置工事費等（雨水対策） 500万円
○コミュニティバスの車両購入及びバス停留所のベンチ設置等工事費 2,164万円
○災害対策用マンホールトイレ設置工事費（上仲原公園） 538万円
○都市計画道路 3・5・20号線の用地買収に係る経費 2億 2,039万円
○特定緊急輸送道路沿道の建築物等耐震設計に係る助成金等 789万円
 
9 款　消 防 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○災害発生時の避難所用間仕切りの整備 61万円
○災害対策用の備蓄食糧と備蓄コンテナ等の整備に係る経費 1,343万円
 
10款　教 育 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○中学生アメリカン・サマーキャンプ事業に係る経費 188万円
○小中一貫教育の検討に係る経費 92万円
○書画カメラ購入費（小学校全 10 校） 190万円
○小学校校舎外壁改修工事費（四小、九小） 7,964万円
○災害対策用マンホールトイレ設置工事費（中学校全 5 校）  2,625万円
○水飲栓直結給水化に係る経費（三中）　  2,137万円
○中学校校舎外壁改修工事費（二中、四中、五中） 1億 3,619万円
○「里正日誌」の刊行等に係る経費 380万円
○中央公民館耐震補強工事費等 1億 9,190万円
○武道用備品購入費（市民体育館） 117万円
○新学校給食センター建設工事実施設計委託料  3,104万円

1 款　議 会 費 
○議会（本会議）の映像配信に係る経費 666万円
 
2 款　総 務 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○広報掲示板等の更新に係る経費 147万円
○平和文集（総集編）等の発行等に係る経費 11万円
○社会保障・税番号制度関連システム修正委託料 1,620万円
○玉川上水地区集会所の開設に係る経費 405万円
 
3 款　民 生 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○「高齢者見守りぼっくす」の開設による運営経費等 1,569万円
○障害者ヘルプカードの作成等に係る経費 250万円
○玉川上水保育園の開設による運営経費 1億 5,627万円
○民間保育園の新園舎に係る施設整備補助金 2億 2,046万円
○学童保育所（土曜日）の開所時間の延長に係る経費 42万円
○生活困窮者の自立支援に係る経費 4,000万円
 
4 款　衛 生 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○健康カレンダーの作成等に係る経費 96万円
○胃がんリスク検査の定員増に係る経費 121万円
○家庭廃棄物の減量施策の推進に係る経費 1億 2,783万円
 
6 款　農 林 業 費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○立野市民農園の開設に係る経費 342万円
 
7 款　商 工 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○グルメコンテスト等の実行委員会への補助金（増額分） 115万円
○グルメキャラクター「うまべぇ」の商標登録に係る経費 70万円

　　　　　 　基金（積立金）の状況　 （単位：千円）
平　成　26　年　度平成 25年度 末

現在高
（見込）

区　　分 年度末現在高
( 見込 )とりくずし額積立金

1,823,207 261,444 537 2,084,114 財 政 調 整 基 金

205,858 0 24 205,834 一 般 会 計 減 債 基 金

726,321 20,000 130 746,191 施 設 整 備 等 基 金

0 0 0 0 
東部土地区画整理事業
関連施設整備等基金

73 0 0 73 
上北台駅周辺土地区画整理
事業関連施設整備等基金

25,320 0 26 25,294 り 災 救 助 基 金

182,907 0 42 182,865 緑 化 基 金

39,509 0 9 39,500 まちづくり文化基金

21,273 0 7 21,266 長 寿 社 会 福 祉 基 金

3,024,468 281,444 775 3,305,137 合　　計

一般会計の主な事業（目的別）
（単位未満四捨五入）　
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◎
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
医

師
会
が
、
公
衆
衛
生
事
業
功
労

者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
年

に
わ
た
る
公
衆
衛
生
の
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◎
日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表

彰
を
受
賞

　

一
般
社
団
法
人
東
京
都
東
大

和
市
歯
科
医
師
会
が
、
公
衆
衛

生
事
業
功
労
者
一
般
財
団
法
人

日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

多
年
に
わ
た
る
公
衆
衛
生
の
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
健
康
課

・
内
線
１
１
８
１
ま
で
。

■
土
地
の
負
担
調
整
措
置
の
据

置
特
例
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成
９
年
度
の
評
価
替
え
以

降
、 課
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、

地
域
や
土
地
に
よ
り
ば
ら
つ
き

の
あ
る
負
担
水
準
（
評
価
額
に

対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
の

割
合
）
の
均
衡
化
を
重
視
し
た

税
の
負
担
調
整
措
置
が
講
じ
ら

れ
、
負
担
水
準
の
高
い
土
地
は

税
負
担
を
引
き
下
げ
ま
た
は
据

え
置
き
、
負
担
水
準
の
低
い
土

地
は
な
だ
ら
か
に
税
負
担
を
上

昇
さ
せ
る
こ
と
で
負
担
水
準
の

ば
ら
つ
き
の
幅
を
狭
め
て
い
く

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
よ

２４

り
平
成　

年
度
か
ら
住
宅
用
地

２４

等
の
土
地
に
対
す
る
負
担
調
整

措
置
の
据
置
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
成　

〜　

年
度

２４

２５

は
税
負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か

ら
、
負
担
水
準
が　

％
以
上　

９０

１００

％
未
満
の
住
宅
用
地
等
の
土
地

を
対
象
に
据
置
措
置
を
継
続
し

て
い
ま
し
た
。
平
成　

年
度
か

２６

ら
住
宅
用
地
等
の
土
地
に
対
す

る
据
置
措
置
が
な
く
な
る
た
め
、

負
担
水
準
が　

％
未
満
の
場
合

１００

は
税
額
が
上
昇
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７
ま
で
。

■
平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２６

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
１
日
貅
に
発
送
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
） 

に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７
、 
家
屋
資

税
　 

　  

金 

産
税
係
・
内
線
１
０
６
０
ま
で
。

■
平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
納

２６

税
通
知
書
を
５
月
１
日
貅
に
発

送
し
ま
す

　

４
月
１
日
現
在
の
バ
イ
ク
・

軽
自
動
車
等
の
所
有
者
に
対
し

て
、
平
成　

年
度
軽
自
動
車
税

２６

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

▽
問
合
せ　

課
税
課
市
民
税
係

・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

表
　
　
　
彰 

4
月
1
日
か
ら
 

 市
の
組
織
を
 

 
 改
正
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
を

次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

【
改
正
の
内
容
】

▽
部
の
改
正　

環
境
部
の
商
工

業
及
び
農
業
に
関
す
る
こ
と
が

市
民
部
に
移
り
、
加
え
て
観
光

に
関
す
る
こ
と
も
担
当
し
ま
す
。

▽
課
の
改
正

○
市
民
部

�
産
業
振
興
課
を
環
境
部
か
ら

移
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

市
職
員
の 

　
人
事
異
動 

　
　４
月
１
日
付
の
部
課
長
級
人
事

異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（　

）
内
の
職
名
は
前
職

【
部
長
級
】

▽
企
画
財
政
部
参
事
兼
企
画
課

長
事
務
取
扱　

田
代
雄
己
（
企

画
財
政
部
参
事
兼
企
画
課
長
兼

政
策
推
進
担
当
係
長
事
務
取
扱
）

▽
総
務
部
長　

北
田
和
雄
（
総

務
部
長
兼
文
書
課
長
事
務
取
扱
）

▽
総
務
部
参
事
兼
防
災
安
全
課

長
事
務
取
扱　

鈴
木
俊
雄
（
総

務
部
防
災
安
全
課
長
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
監

査
委
員
事
務
局
長
事
務
取
扱　

関
田
賢
治
（
総
務
部
参
事
）

【
課
長
級
】

〈
企
画
財
政
部
〉

▽
検
査
担
当
課
長　

石
川
博
隆

〔
福
祉
部
副
参
事
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
担
当
）〕

〈
総
務
部
〉

▽
副
参
事
（
人
事
給
与
制
度
担

当
）　

廣
瀬
裕
（
市
民
部
保
険

年
金
課
長
）

▽
文
書
課
長　

下
村
和
郎
（
議

会
事
務
局
議
事
係
長
）

〈
市
民
部
〉

▽
市
民
課
長　

山
田
茂
人
（
監

査
委
員
事
務
局
長
）

▽
保
険
年
金
課
長　

嶋
田
淳

（
市
民
課
長
兼
市
民
係
長
事
務

取
扱
）

▽
産
業
振
興
課
長　

乙
幡
正
喜

（
環
境
部
産
業
振
興
課
長
）

▽
副
参
事
（
観
光
推
進
担
当
）

小
川
泉
（
環
境
部
産
業
振
興
課

商
工
観
光
係
長
）

〈
子
ど
も
生
活
部
〉

▽
子
育
て
支
援
課
長　

闍
橋
宏

之
〔
社
会
教
育
部
副
参
事
（
国

　

（　

）
内
の
校
名
は
前
任
校

【
校
長
】（
４
月
１
日
付
）

▽
第
一
小　

三
坂
明
子
（
第
九

小
学
校
副
校
長
）

▽
第
三
小　

住
吉
豊
（
府
中
市

立
府
中
第
四
中
学
校
副
校
長
）

▽
第
七
小　

杉
本
快
枝
（
第
三

小
学
校
長　

再
任
用
）

▽
第
八
小　

伊
藤
誠
治
（
瑞
穂

町
立
瑞
穂
第
四
小
学
校
長
）

▽
第
三
中　

志
田
裕
治
（
府
中

市
立
府
中
第
五
中
学
校
副
校
長
）

▽
第
四
中　

首
藤
盛
治
（
第
四

中
学
校
長　

再
任
用
）

▽
第
五
中　

半
田
道
夫
（
第
五

中
学
校
長　

再
任
用
）

【
副
校
長
】（
４
月
１
日
付
）

▽
第
一
小　

高
野
博
文
（
第
五

小
学
校
副
校
長
）

▽
第
三
小　

濱
脇
哲
也
（
板
橋

区
立
蓮
根
小
学
校
副
校
長
）

▽
第
五
小　

西
原
口
治
（
武
蔵

村
山
市
立
第
九
小
学
校
副
校
長
）

▽
第
九
小　

五
味
川
直
季
（
三

鷹
市
立
井
口
小
学
校
主
幹
教
諭
）

▽
第
一
中　

田
爪
一
浩
（
調
布

市
立
第
四
中
学
校
副
校
長
）

▽
第
二
中　

大
瀬
義
一
（
小
平

市
立
小
平
第
四
中
学
校
主
幹
教

諭
）

◎
転
出
（
４
月
１
日
付
）

▽
中
野
区
立
谷
戸
小
学
校
長　

次
岡
孝
幸
（
第
七
小
学
校
長
）

▽
足
立
区
立
千
寿
常
東
小
学
校

長　

加
藤
敦
彦
（
第
八
小
学
校

長
）

▽
新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校
長

清
水
仁
（
第
一
小
学
校
副
校
長
）

▽
昭
島
市
立
成
隣
小
学
校
長　

長
野
基
（
第
一
中
学
校
副
校
長
）

▽
檜
原
村
立
檜
原
中
学
校
副
校

長　

齋
藤
真
（
第
二
中
学
校
副

校
長
）

◎
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

▽
第
一
小
学
校
長
（
再
任
用
）

佐
藤
孝

▽
第
三
中
学
校
長　

細
井
篤

▽
第
三
小
学
校
副
校
長　

小
森

三
枝
子

校
長
・
副
校
長
の 

　
　
　
人
事
異
動 

◎
市
立
小
・
中
学
校 

体
推
進
担
当
）〕

▽
保
育
課
長　

宮
鍋
和
志
〔
総

務
部
職
員
課
付
副
参
事
（
東
京

市
町
村
総
合
事
務
組
合
（
東
京

都
市
町
村
職
員
研
修
所
）
派

遣
）〕

〈
福
祉
部
〉

▽
生
活
福
祉
課
長
兼
庶
務
係
長

事
務
取
扱　

尾
崎
淑
人
（
生
活

福
祉
課
長
）

▽
副
参
事
（
健
康
施
策
担
当
）

兼
副
参
事
（
臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
）　

長
瀬
正
人
〔
副
参

事
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
担

当
）
兼
副
参
事
（
臨
時
福
祉
給

付
金
等
担
当
）〕

〈
環
境
部
〉

▽
環
境
課
長　

関
田
孝
志
（
子

ど
も
生
活
部
保
育
課
長
）

〈
都
市
建
設
部
〉

▽
都
市
計
画
課
長　

神
山
尚

〔
総
務
部
副
参
事
（
人
事
給
与

制
度
担
当
）〕

▽
土
木
課
長
兼
交
通
安
全
対
策

係
長
事
務
取
扱　

寺
島
由
紀
夫

（
企
画
財
政
部
検
査
担
当
課
長
）

▽
建
築
課
長
兼
建
築
係
長
（
学

校
教
育
部
副
参
事
（
教
育
施
設

担
当
）
兼
学
校
教
育
課
施
設
係

長
）
事
務
取
扱　

中
橋
健
（
建

築
課
建
築
係
長
兼
学
校
教
育
部

学
校
教
育
課
施
設
係
長
）

▽
区
画
整
理
課
長　

當
摩
弘

（
都
市
計
画
課
長
）

◎
退
職
（
３
月　

日
付
）

３１

【
課
長
級
】

▽
区
画
整
理
課
長　

柚
木
行
夫

▽
環
境
課
長　

町
田
誠
二

▽
子
育
て
支
援
課
長
兼
主
査

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
担
当
）

事
務
取
扱　

高
杉
春
行

▽
土
木
課
長
兼
交
通
安
全
対
策

係
長
事
務
取
扱　

木
村
哲
夫

▽
建
築
課
長　

小
泉
光
信
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特別会計の概要
　（単位未満四捨五入）

国民健康保険事業 96億 2,167万円　　
　国民健康保険の加入者に係る療養給付費や出産育児一時金等の保険給付費、
後期高齢者医療制度に係る支援金等を予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 1 億 5,144万円、1.6％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇国民健康保険税 20億 8,762万円
〇国庫支出金 19億 7,043万円
〇一般会計繰入金 10億 9,661万円
〈主な歳出〉 
〇保険給付費（療養給付費及び出産育児一時金等） 64億 2,950万円
〇後期高齢者支援金等 13億 2,608万円
〇介護納付金（介護保険納付金） 5億 4,767万円
　　
下水道事業 21億 8,013万円　　
　公共下水道施設の維持管理費や、必要な区域の公共下水道管渠（かんきょ）布設
工事費及び公共汚水ます設置工事費等を予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 226万円、0.1％の減となっています。
〈主な歳入〉 
〇下水道使用料 10億 9,292万円
〇一般会計繰入金 5億 1,638万円
〇市債 5億 4,500万円
〈主な歳出〉 
〇総務費（管渠及び処理場の維持管理費等） 6億 2,939万円
〇事業費（管渠布設工事費及び処理場の負担金等） 1 億 5,615万円
〇公債費〔市債（借入金）の元利償還金〕 13億 9,158万円
　　　
土地区画整理事業 2 億 6,723万円　　
　立野地区事業として、建築物等の移転補償費や都市計画道路築造工事費等を予
算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 7,085万円、36.1％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇保留地処分金 6,667万円
〇都支出金 740万円
〇基金繰入金 1 億 3,701万円
〈主な歳出〉 
〇立野地区事業費 2億 2,209万円
　
介護保険事業 53億 9,059万円　　
　第 5期介護保険事業計画の最終年度として、居宅介護及び施設介護サービス
給付費等を予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 6億 7,301万円、14.3％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇介護保険料 10億 4,625万円
〇国庫支出金 10億 7,489万円
〇支払基金交付金 14億 7,430万円
〇一般会計繰入金 8億 6,003万円
〈主な歳出〉 
〇総務費（介護認定審査会費等） 2億　 195万円
〇保険給付費（居宅及び施設介護サービス給付費等） 50億 3,352万円
〇地域支援事業費（介護予防事業費等） 1 億 5,083万円
　
後期高齢者医療 16億 4,176万円　　
　75歳以上の方などの医療に係る後期高齢者医療制度について、東京都の広域
連合に対する納付金や人間ドック等受診料助成費などを予算計上しました。
　予算総額は、前年度に比べ 8,790万円、5.7％の増となっています。
〈主な歳入〉 
〇後期高齢者医療保険料 7億 5,065万円
〇一般会計繰入金 8億 3,571万円
〈主な歳出〉 
〇広域連合納付金（広域連合運営費等に係る市負担金） 14億 9,062万円
〇保健事業費（健康診査費及び人間ドック等受診料助成費） 8,015万円
〇保険給付費（葬祭費） 2,255万円



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 4 ・ 4 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

　

幹
線
市
道
４
路
線
の
道
路
愛

称
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
愛
称

か
ら
、選
定
委
員
会
に
お
い
て
、

各
路
線
５
候
補
を
選
定
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
選
定
さ
れ
た
候

補
の
中
か
ら
愛
称
を
決
定
す
る

た
め
の
投
票
を
実
施
し
ま
す
。

　

最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
も

の
に
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
投
票
方
法

�
投
票
用
紙 

投
票
用
紙
は
、

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館

（
中
央
・
蔵
敷
・
狭
山
）、

郷
土
博
物
館
、
市
民
体
育

館
、
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に

投
票
箱
と
共
に
設
置
し
ま

す
の
で
、
投
票
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月　

日
貍
・　

日
豸

２６

２７

は
、
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭

会
場
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る

専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

�
郵
送 

は
が
き
等
に
投
票
す

る
愛
称
の
番
号
を
記
入
し
、
東

大
和
市
役
所
都
市
建
設
部
土
木

課
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央
３

２０７-
８５８５

―　

）
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

９３０
※
投
票
は
、
路
線
番
号
①
〜
④

と
愛
称
候
補
の
Ａ
〜
Ｅ
を
合
わ

せ
て「
①
―
Ａ
」
等
と
記
入
し
、

各
路
線
で
１
人
１
票
と
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
平
成　

年
度
の

２６

保
険
料
額
は
、
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
６
ま
で
。

市道の愛称の投票にご参加を 

私たちのまちの道路に 

　　　　愛称をつけよう 

私たちのまちの道路に 

　　　　愛称をつけよう 

▽
投
票
期
間　

４
月　

日
貂
〜

１５

　

日
貉
（
当
日
消
印
有
効
）

３０▽
愛
称
決
定　

今
回
投
票
い
た

だ
い
た
愛
称
は
、
投
票
数
を
参

考
に
、
選
定
委
員
会
に
お
い
て

決
定
し
ま
す
。
決
定
し
た
愛
称

は
、
６
月
に
市
報
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
２
ま
で
。

▽
平
成　

・　

年
度
の
保
険
料

２６

２７

率　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
率
は
、
２
年
間
の
給
付
費
を

推
計
し
て
、
２
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
平
成　

・　

年
度

２６

２７

の
新
し
い
保
険
料
率
を
決
定
し

ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

※
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得

金
額
」
と
は
、
旧
た
だ
し
書
き

所
得
の
こ
と
で
、
総
所
得
金
額

等
か
ら
基
礎
控
除
額　

万
円
を

３３

控
除
し
た
額
で
す
。

▽
均
等
割
額
の
軽
減
措
置　

同

じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
と
世

帯
主
の
「
総
所
得
金
額
等
を
合

計
し
た
額
」
を
も
と
に
し
た
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
（
表
２
参

照
）。

▽
所
得
割
額
の
軽
減
措
置　

被

保
険
者
本
人
の
「
賦
課
の
も
と

と
な
る
所
得
金
額
」
を
も
と
に

し
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

（
表
３
参
照
）。

▽
被
扶
養
者
の
軽
減
措
置　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前

日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

（
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康

保
険
組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
は
、
所
得
割
額
が

無
料
と
な
り
、
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
平
成　

年
度
の
保
険
料
額　

２６

◎
国
民
健
康
保
険
〜
東
京
都
国

保
連
合
会
「
国
保
温
泉
セ
ン
タ

ー
」
割
引
利
用
券
を
配
布

　

割
引
利
用
券
を
希
望
す
る
方

は
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
割
引
券
は
一
定
数
用
意

し
て
い
ま
す
が
、
無
く
な
り
次

第
配
布
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象　

東
大
和
市
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

▽
利
用
期
限　

平
成　

年
３
月

２７

　

日
貂
ま
で

３１▽
利
用
対
象
施
設　

数
馬
の
湯

（
檜
原
村
）、も
え
ぎ
の
湯
（
奥

多
摩
町
）、瀬
音
の
湯
（
あ
き
る

野
市
）、つ
る
つ
る
温
泉
（
日
の

出
町
）

※
１
枚
で
３
人
ま
で
利
用
可
。

▽
利
用
方
法　

対
象
施
設
に
割

引
利
用
券
を
提
出
し
、
各
施
設

の
割
引
後
の
利
用
料
金
等
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
３
ま
で
。

　

５
月
１
日
か
ら
、
葬
儀
が
華

美
に
な
る
の
を
抑
え
、
市
民
の

方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

市
民
葬
儀
制
度
の
料
金
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

▽
料
金　

下
表
の
と
お
り
（
祭

壇
の
種
類
に
よ
り
料
金
が
異
な

り
ま
す
）

※
下
表
の
料
金
に
は
、
火
葬
料

が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

消
費
税
率
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
祭
壇
の
ほ
か
に
納
棺
用

品
、
骨
つ
ぼ
類
や
記
帳
、
受
付
、

焼
香
用
具
等
の
付
属
具
・
霊
柩

車
の
費
用
を
含
み
ま
す
。

▽
利
用
条
件　

市
内
若
し
く
は

近
隣
市
で
葬
儀
を
行
い
、
亡
く

な
っ
た
方
、
ま
た
は
葬
儀
を
行

う
方
が
市
民
で
あ
る
こ
と

▽
別
料
金
と
な
る
も
の　

火
葬

料
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
写
真
、

会
葬
御
礼
状
、
御
供
物
、
生
花
、

司
会
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

▽
申
込
方
法　

左
下
表
の
指
定

取
扱
業
者
に
直
接
「
市
民
葬
儀

で
行
い
た
い
」
と
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
料
金
は
、
葬
儀
終

了
後
に
直
接
指
定
取
扱
業
者
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
、
市
民
生
活
課
（
市
役
所

３
階
）
に
あ
る
市
民
葬
儀
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の

身
体
状
況
（
認
知
症
や
生
活
機

能
の
低
下
等
）
や
介
護
者
の
介

護
疲
れ
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

背
景
に
あ
り
、
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、

虐
待
の
深
刻
化
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
地
域
の
温
か
い
見
守
り
や

支
え
合
い
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

ご
近
所
で
「
ち
ょ
っ
と
変
だ

な
」「
も
し
か
し
た
ら
虐
待
か

な
？
」
と
心
配
さ
れ
る
高
齢
者

の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
高
齢
者

の
総
合
相
談
を
担
当
す
る
高
齢

者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

役
所
高
齢
介
護
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た

方
の
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

▽
養
護
者
に
よ
る
虐
待
、
養
護

者
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
い
も
く
ぼ
（
芋
窪
３
―
１
６

１
１
―
１
、
�　

―　

―
８
７

０４２

５６３

７
７
）
／
担
当
地
区 

多
摩
湖
、

芋
窪
、
蔵
敷
、
奈
良
橋
、
湖
畔
、

高
木
、
狭
山
、
上
北
台
１
・
２

丁
目

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
き
よ
は
ら
（
清
原
１
―
１　

　

号
棟
１
階
�　

―　

―
１
１

３４

０４２

５９０

３
８
）
／
担
当
地
区 

清
水
、

仲
原
、
向
原
、
清
原
、
新
堀

�
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ん
が
い
（
南
街
２
―　

―
４９

３
�　

―　

―
８
１
３
３
）
／

０４２

５６６

担
当
地
区 

上
北
台
３
丁
目
、

桜
が
丘
、
立
野
、
中
央
、
南
街

※
養
介
護
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
虐
待
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
高
齢
介
護
課
・
内
線
１

１
３
７
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

高
齢
者
へ
の
虐
待

地
域
の
温
か
い
見
守
り
や

支
え
合
い
で
防
止
し
よ
う

5
月
1
日
か
ら
 

　

市
民
葬
儀
の
 

　
　
料
金
が
 

　
　
　

変
わ
り
ま
す

路　　線　　の　　特　　色路線
番号

武蔵大和駅から新青梅街道へ向かう市道です。両側
の歩道には、ヤマモモが植えられています。①

用水北通りから野火止用水までの市道です。両側の
歩道には、ユリノキが植えられています。②

青梅街道から二ツ池公園を通り、湖畔を抜けて都道
１２８号線へ向かう市道です。

③

新青梅街道と青梅街道を結ぶ、市の中央を南北に通
る道路です。途中にはハミングホールがあります。④

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
　
・
　
年
度
の 

　
　
　
　
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た 

◎
後
期
高
齢
者
医
療 

26 

27

表 1　平成 26・27 年度の保険料率

年間保険料所得割額均等割額

上限57万円賦課のもととなる
所得金額×8.98％

一人当たり　　　　
　　42,200円

表 2　均等割額の軽減措置
軽減割合総所得金額等の合計が下記に該当する世帯

9割33万円以下で被保険者全員が年金収入80万
円以下（その他の所得がない）

8.5割33万円以下で9割軽減の基準に該当しない
5割33万円＋（24.5万円×被保険者の数）以下
2割33万円＋（45万円×被保険者の数）以下

※65歳以上（平成26年1月1日時点）の方の公的年金所得につい
ては、その所得からさらに高齢者特別控除15万円を差し引いた
額で判定します。

表 3　所得割額の軽減措置
軽減割合賦課のもととなる所得金額
100％15万円以下①
75％20万円以下②
50％58万円以下③

※①②は、東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減措置です。

市民葬儀料金表

税込（8％）料金税抜料金祭壇の種類

151,200円140,000円三　段　飾

183,600円170,000円五　段　飾

216,000円200,000円上等三段飾

259,200円240,000円上等五段飾

市民葬儀指定取扱業者一覧

電話番号所在地指定取扱業者名

0120-482-333南街2-1-4㈱あんしん葬祭

0120-470-470南街1-11-9㈱セレモア

042-565-4455新堀3-13-19総合祭典

042-567-0505南街2-115-1㈱あさひセレモニー

042-562-3012蔵敷3-863-8㈲三礼

0120-594-419清原2-1279-7㈱東京都民葬祭

平成 26年 10月 1日から家庭廃棄物有料化を実施します 市では、家庭廃棄物有料化の実施に伴い、8月から排出方法の変更及び
戸別収集の試行を開始します／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで

Ａ・二ツ池通り 
Ｂ・湖畔通り 
Ｃ・山の手通り 
Ｄ・こはん通り 
Ｅ・湖畔桜通り 

Ａ・ハミング通り 
Ｂ・ハミングロード 
Ｃ・ハミングホール通り 
Ｄ・南北通り 
Ｅ・はなみずき通り 

Ａ・ヤマモモ通り 
Ｂ・清水通り 
Ｃ・やまもも通り 
Ｄ・武蔵大和通り 
Ｅ・清水ヤマモモ通り 

Ａ・ユリノキ通り 
Ｂ・新堀通り 
Ｃ・野火止通り 
Ｄ・野火止ユリノキ通り 
Ｅ・ゆりのき通り 

ハミングホール 

東大和市駅 

新青梅街道 

武蔵大和駅 

奈良橋 
市民センター 

市道愛称の候補
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市
で
は
、
恒
久
平
和
の
実
現

の
た
め
に
、
戦
争
を
体
験
し
た

方
々
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
る

平
和
文
集
を
毎
年
発
行
し
て
い

ま
す
。８
月
の
発
行
に
あ
た
り
、

原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
戦
争
体
験
記

　

第
二
次
世
界
大
戦
（
太
平
洋

戦
争
）
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
に

体
験
さ
れ
た
こ
と
を
、概
ね
一
、

六
〇
〇
字
以
内
で
お
書
き
く
だ

さ
い
。代
書
を
希
望
す
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生

の
作
文

　

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
聞
い

た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
、
思
う
こ
と
を
概
ね　
８００

字
以
内
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

▽
提
出
様
式　

書
式
は
自
由
で

す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

図
書
館
、
郷
土
博
物
館
で
原
稿

用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
題
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
（
学
年
）、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
文
集
に
は
町
名
、
氏
名
、
年

齢
を
掲
載
し
ま
す
。
住
所
、
電

話
番
号
は
本
人
と
の
連
絡
の
た

め
に
使
用
し
ま
す
。

▽
提
出
期
限　

６
月　

日
貊

１３

▽
提
出
先　

企
画
課
（
市
役
所

４
階
、
〒　
　

東
大
和
市
中
央

２０７-
８５８５

３
―　

、
メ
ー
ルk

ik
ak
u
@
ci

９３０

ty
.h
ig
ash
iy
am
ato.lg

.jp
）

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
１
週
間

以
内
に
受
信
メ
ー
ル
を
送
信
し

ま
す
。
ま
た
、
来
庁
、
郵
送
、
電

子
メ
ー
ル
の
送
信
に
よ
る
提
出

が
困
難
な
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

▽
保
育
の
対
象　

１
歳
以
上
の

未
就
学
児
（
定
員
は　

人
）

１６

▽
申
込
期
限　

５
月
７
日
貉

◎
青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
参
加

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す

　

青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
知

的
障
害
の
あ
る
若
者
と
健
常
の

若
者
が
音
楽
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
交
流
し
、
共
に

学
び
合
う
場
で
す
。
今
年
度
の

参
加
者
（
知
的
障
害
の
あ
る
方
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。
音
楽
や
人
と
交
流

す
る
こ
と
が
好
き
な
方
、
新
し

い
こ
と
を
は
じ
め
て
み
た
い
方
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

�
参
加
者 

お
お
む
ね　

歳
〜

１６

　

歳
の
知
的
障
害
の
あ
る
青
年

４０※
本
人
、
付
き
添
い
の
方
と
会

場
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

お
お
む
ね　

歳
〜　

歳
の
青
年

１６

４０

※
正
式
に
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
方
に
は
謝
礼
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月
下
旬
〜
３
月
中

旬
の
間
の
土
曜
日
、
お
お
む
ね

月
２
回 
（
全　

回
、
毎
回
来
る

１７

こ
と
が
で
き
な
く
て
も
可
）

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

参
加
者
は　

人
、
ボ

３０

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は　

人
１５

（
共
に
申
込
順
）

▽
内
容　

定
例
活
動
（
ゲ
ー
ム
、

打
楽
器
等
を
使
っ
た
音
楽
活

動
）、
納
涼
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

等
、
季
節
に
沿
っ
た
行
事

▽
講
師　

菅
田
政
志
氏
（
音
楽

教
室
講
師
）

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

中
央
公
民
館
�　

―　

―
２
４

０４２

５６４

５
１
ま
で
。

平
和
文
集
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

平
和
文
集
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

「
い
ま
、語
り
継
ぎ
た
い
こ
と
」
〜
戦
争
と
平
和
〜
 

■
多
摩
湖
駅
伝
写
真
展
示

　

３
月　

日
に
行
わ
れ
た
多
摩

２１

湖
駅
伝
大
会
で
、
懸
命
に
走
る

選
手
と
声
援
を
送
る
方
々
を
お

さ
め
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所　

４
月　

日
豺

１４

〜　

日
貊
午
前
８
時　

分
〜
午

１８

３０

後
５
時
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
４
月　

日
貂
〜　

日
貊

２２

２５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
は
郷
土

博
物
館
ロ
ビ
ー

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

■
中
央
公
民
館
か
ら

◎
保
育
付
講
座　

子
育
て
ハ
ッ

ピ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
「
幸

せ
な
子
育
て
は
自
分
探
し
か
ら
」

　

子
育
て
に
大
事
な
こ
と
は
、

「
頑
張
る
！
」
こ
と
で
は
な
く

「
愛
す
る
」
こ
と
で
す
。
子
ど

も
へ
の
愛
は
、
あ
な
た
の
心
の

余
裕
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。ま
ず
、

自
分
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
期
間　

５
月　

日
〜
９
月　

１４

１７

日
の
水
曜
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
全　

回
。
そ
の
う
ち
、
慣
ら

１３

し
保
育
と
保
育
懇
談
会
を
各
１

回
実
施
し
ま
す
）。６
月
７
日
貍

は
パ
パ
講
座
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

人
２０

▽
内
容　

勇
気
づ
け
子
育
て
、

誕
生
学

▽
講
師　

百
瀬
裕
子
氏
（
勇
気

づ
け
リ
ー
ダ
ー
）、青
木
千
景
氏

（
バ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
第
２
回
市
民
大
学
「
東
大
和

グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

市
民
が
主
体
的
に
豊
か
な
地
域

社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、

地
域
で
学
び
、
互
い
に
ふ
れ
あ

い
、
自
己
実
現
す
る
た
め
の
機

会
を
提
供
し
ま
す
。
幅
広
い
分

野
の
講
座
を
用
意
し
、
１
年
間

じ
っ
く
り
学
習
し
ま
す
。
詳
細

は
、
こ
う
み
ん
か
ん
だ
よ
り
５

月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

土
曜
日
午
後
２
時
〜

４
時
（
全　

回
）

２５

▽
申
込
期
間　

５
月
２
日
貊
〜

　

日
貍
必
着

１７▽
申
込
み　

開
催
す
る
公
民
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト

方
式
に
よ
る
体
験
型
自
転
車
交

通
安
全
教
室

　

最
近
、
自
転
車
が
関
与
す
る

交
通
事
故
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。ま
た
、信
号
無
視
や
車

道
の
右
側
を
走
行
す
る
等
、
自

転
車
利
用
者
に
よ
る
無
謀
な
運

転
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス

ト
レ
イ
ト
」
と
は
、「
恐
怖
を

直
視
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
、

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
受
講
者
の
目

の
前
で
交
通
事
故
を
再
現
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
衝

撃
や
怖
さ
を
実
感
さ
せ
、
交
通

ル
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
受

講
者
自
身
に
考
え
る
機
会
を
与

え
る
と
い
う
教
育
技
法
で
す
。

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日
貊
午
後
１

２５

時　

分
〜
３
時

３０
▽
場
所　

第
四
中
学
校
校
庭

族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

５
月
３
日
（
祝
日
）

〜
６
日
（
振
替
休
日
）

▽
投
影
開
始
時
刻　

午
前　

時
１１

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽
観
覧
料　

大
人
は　

円
、
子

２００

ど
も
（
小
・
中
学
生
）
は　

円
、

１００

幼
児
は
無
料
で
す
。

◎
自
然
観
察
会
「
野
草
教
室
」

（
事
前
申
込
制
）

　

若
葉
の
雑
木
林
で
植
物
観
察

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

５
月　

日
豸

１１

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
・
郷

３０

土
博
物
館
会
議
室

▽
観
察
地　

市
立
狭
山
緑
地

▽
講
師　

遠
藤
純
夫
氏
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
―
Ｍ
Ａ
理

事
）、
岸
和
男
氏
（
植
物
画
家
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

◎
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

を
み
よ
う
」

　

太
陽
表
面
を
観
察
し
ま
す
。

▽
期
日　

４
月　

日
（
祝
日
）

２９

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
２

３０

時　

分
３０

※
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
く
も
り
や
雨
の
場

合
は
中
止
で
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
博
物
館
職
員

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

※
雨
天
時
は
中
学
校
体
育
館

▽
主
な
内
容　

ス
タ
ン
ト
マ
ン

に
よ
る
交
通
事
故
再
現
、
生
徒

に
よ
る
危
険
な
自
転
車
の
乗
り

方
体
験

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

■
郷
土
博
物
館
か
ら

◎
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
番
組

「
ぼ
く
た
ち
惑
星
８
兄
弟
」

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合

わ
せ
て
、
子
ど
も
向
け
の
番
組

を
投
影
し
ま
す
。
太
陽
先
生
と

一
緒
に
惑
星
の
こ
と
を
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。
惑
星
８
兄
弟
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
惑
星
の
大
き
さ

比
べ
を
し
ま
す
。
前
半
は
星
座

の
紹
介
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家

　

東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
、
平
成　

年
度
東
大
和

２６

市
青
少
年
健
全
育
成
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
方
針
に

沿
っ
て
、
児
童
・
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
基
本
方
針　

子
ど
も
た
ち
の

夢
と
心
を
育
て
る
の
は
大
人
の

責
務
で
す
。

▽
重
点
目
標　

①
全
体
の
取
り

組
み
「
人
に
対
す
る
優
し
さ
・

思
い
や
り
を
大
切
に
し
よ
う
」

②
家
庭
で
の
取
り
組
み
「
優
し

さ
・
思
い
や
り
を
教
え
、
子
ど

も
と
心
の
通
う
温
か
な
家
庭
に

し
よ
う
」　

③
地
域
で
の
取
り

組
み
「
す
べ
て
の
大
人
が
積
極

的
に
子
ど
も
と
関
わ
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
」

④
学
校
で
の
取
り
組
み
「
地
域

の
力
を
生
か
し
、
学
校
を
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
に

し
よ
う
」

▽
閲
覧
場
所　

青
少
年
課
（
市

役
所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

平
成
　
年
度
 

東
大
和
市
青
少
年

　
健
全
育
成
方
針

２６ 

◎
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

　

警
視
庁
職
員
等
を
講
師
と
し

て
招
き
、
非
行
防
止
や
犯
罪
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
授
業

を
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
関
係
機

関
の
担
当
者
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
非
行
や
犯
罪
被
害
か
ら

児
童
・
生
徒
を
守
る
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
予
定
で
す
。

◎
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

　

東
京
都
教
育
委
員
会
と
東
大

和
市
教
育
委
員
会
の
共
催
事
業

で
す
。道
徳
の
授
業
を
公
開
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
道
徳
教
育
の
す
す
め
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

◎
学
校
公
開

　

開
か
れ
た
学
校
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
授
業
等
の
教
育
活

動
を
一
日
公
開
す
る
も
の
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
学

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎市立小・中学校 

　セーフティ教室 

道徳授業地区 
　　　　公開講座 

学校公開 

平成26年度学校公開日程一覧　※日にちは予定です。

学校（授業）公開道徳授業地区
公　開　講　座セーフティ教室学校名（電話番号）

日
程
は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
セ
ー
フ
テ

ィ
教
室
・
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
の
実
施
日
も
、
学
校
公

開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

6月27日6月7日第一小学校（042-561-2321）
平成27年1月23日6月17日第二小学校（042-561-2322）

6月14日5月21日第三小学校（042-561-2323）
平成27年1月24日5月24日第四小学校（042-562-1982）
平成27年2月7日6月14日第五小学校（042-562-1981）

11月15日6月19日第六小学校（042-562-1158）

6月21日平成27年1月16日第七小学校（042-563-3831）

6月28日9月20日第八小学校（042-564-1280）

6月14日7月11日・14日第九小学校（042-564-3251）

6月28日10月4日第十小学校（042-565-7617）

6月14日5月1日第一中学校（042-561-2326）

11月1日5月10日第二中学校（042-561-2328）

5月10日7月11日第三中学校（042-564-5411）

11月1日4月25日第四中学校（042-564-8511）

7月5日7月9日第五中学校（042-561-0050）

交通災害共済「ちょこっと共済」にご加入ください 平成 26年度の加入を受け付けています。わずかな掛け金で
加入でき、手続きも簡単です／土木課・内線 1213 まで
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■
両
親
学
級

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
・

内
容　

左
表
の
と
お
り
／
午
前

は
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
は

３０

１
時　

分
〜
４
時
／
市
立
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
／　

組
（
事
前
申
込

２０

制
。
第
１
子
目
の
方
を
優
先
し

ま
す
。定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

７
月
の
教
室
に
な
り
ま
す
）
／

調
理
実
習
終
了
後
、
第
４
・
５

回
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

実
施
し
ま
す
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
／
５

月
１
日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

３０

１１

時
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
母

子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
５
月
７
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０

ン
タ
ー
／　

人（
申
込
順
。４
月

２０

　

日
貉
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

１６す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
「
今

よ
り
も
、
一
歩
健
康
的
な
生
活

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
」

　

普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い

る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
改
め
て

正
し
い
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／

６５

日
時
・
内
容
・
講
師
等　

左
表

の
と
お
り
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／　

人
程
度

３０

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

女
性
特
有
の
病
気
に
悩
み
の

あ
る
方
／
５
月
８
日
貅
午
前　
１０

時
〜
正
午
／
事
前
予
約
制
／
市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
女
性
医
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
健
康
に
関
す
る
意
識
調
査
の

報
告
書
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、（
仮
称
）
健
康
増
進

計
画
を
策
定
す
る
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
平
成　

年　

月
に

２５

１０

■
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
感
染
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

都
内
で
麻
し
ん
発
生
報
告
数

が
、
例
年
に
比
べ
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
風
し
ん
の
発
生
も
、

例
年
に
比
べ
て
、
ま
だ
多
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
麻
し
ん

・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン

１
期
及
び
２
期
の
接
種
対
象
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
に
１
期
、
２
期
の
接

種
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
の
定
期
化

　

平
成　

年
秋
か
ら
、
水
痘
ワ

２６

ク
チ
ン
及
び
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
予
防
接

種
の
定
期
化
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
、
決
定
次
第
、
市
報

と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
伝
え
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

東
大
和
市
民
の
健
康
に
関
す
る

意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
度
、調
査

の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

調
査
対
象
者　

市
内
在
住
で　
２０

歳
以
上
の
男
女
二
、
〇
〇
〇
人

／
回
答
者
数　
　

人
／
回
収
率

７６６

　

・
３
％
／
報
告
書
の
閲
覧　

３８市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で

き
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
公
立
昭
和
病
院
〜
第　

回
市

１３

民
公
開
講
座

　

４
月　

日
豸
午
後
２
時
〜
３

２７

時　

分
／
公
立
昭
和
病
院
講
堂

３０
／
大
腸
が
ん
に
つ
い
て 

消
化

器
外
科
医
長
、
が
ん
相
談
に
つ

い
て 

が
ん
相
談
担
当
看
護
師

／
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
／

公
立
昭
和
病
院
医
事
課
�　

―
０４２

　

―
０
０
５
２
へ
。

４６１■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

５
月　

日
貂
午
後
７
時
か
ら

１３

／
市
役
所
会
議
棟
第
１
・
２
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
当
日
先
着
順
）
／
高
齢
介
護

課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

■
東
日
本
大
震
災
義
援
金
・
シ

リ
ア
人
道
危
機
救
援
金

　

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
東
日

本
大
震
災
義
援
金
の
被
災　

都
１５

道
県
を
送
金
対
象
と
し
た
募
集

は
終
了
し
ま
し
た
。
平
成　

年
２３

３
月　

日
〜
平
成　

年
３
月　

１４

２６

３１

日
の
間
に
東
大
和
市
で
お
預
か

り
し
た
総
額
は
一
、
六
六
三
万

四
、九
二
四
円
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
ま
だ
多
く
の
住

民
の
方
々
が
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
県

の
４
県
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２７

年
３
月　

日
ま
で
東
日
本
大
震

３１

災
義
援
金
の
受
付
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
リ

ア
人
道
危
機
救
援
金
は
、
シ
リ

ア
情
勢
が
依
然
と
し
て
危
機
的

な
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
改
善

の
兆
し
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、

受
付
期
間
を
平
成　

年
９
月　

２６

３０

日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
お
近
く
の
郵
便
局
で

の
振
込
み
（
無
料
）、
ま
た
は
福

祉
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
の

募
金
箱
ま
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
／
福
祉
推

進
課
・
内
線
１
１
３
１
ま
で
。

■
５
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
等
を
行

い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の
発

達
等
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
保
護

者
／
期
日
・
場
所　

５
月
７
日

貉
は
湖
畔
集
会
所
、
５
月　

日
１４

貉
は
清
水
集
会
所
、
５
月　

日
２１

貉
は
仲
原
集
会
所
、
５
月　

日
２７

貂
は
む
こ
う
は
ら
児
童
館
／
午

前　

時　

分
〜　

時　

分
／
当

１０

３０

１１

４５

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
／
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
食
品
の
放
射
性
物
質
簡
易
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
消
費
者
庁
か
ら
貸

与
さ
れ
た
食
品
用
の
放
射
性
物

質
簡
易
機
器
で
、
市
民
の
皆
さ

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
忘
れ
物
チ

ェ
ッ
ク（
三
多
摩
健
康
友
の
会
）

／
４
月　

日
午
後
２
時
〜
４
時

１７

／
南
街
公
民
館
／
血
管
年
齢
、

骨
密
度
、
体
脂
肪
、
血
圧
な
ど

／
相
談
員　

大
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

／
■問
 

浜
口　

―　

―
４
８
０
６

０４２

５６４

□
第
３
回
原
発
問
題
「
見
て
話

し
合
う
会
」（
さ
よ
な
ら
原
発
東

大
和
）
／
市
民
／
４
月　

日
午

２０

後
１
時　

分
〜
４
時　

分
／
桜

３０

３０

が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
／
放
射
線

被
曝
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い

て
／
■費
 
　

円
／
■問
 

佐
藤　

―　

３００

０４２

５６２

―
３
９
１
６

□
心
身
・
精
神
障
害
者
共
同
作

業
所
作
品
展
（
共
同
作
業
所
連

絡
会
）
／
４
月　

日
〜　

日
午

２１

２５

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

（　

日
は　

時
か
ら
、　

日
は

２１

１０

２５

４
時
ま
で
）
／
市
役
所
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸
品
、
手
工

芸
品
、
陶
芸
品
、
菓
子
等
の
展

示
・
販
売
／
■問
 

ラ
イ
ブ
リ
ィ
工

房　

―　

―
１
４
４
１

０４２

５６７

□
第　

回
空
堀
川
の
清
掃
（
空

２１

堀
川
を
考
え
る
会
）
／
４
月　
２６

日
午
前
９
時
〜
正
午
（
小
雨
決

行
。
雨
天
の
場
合
は
翌
日
へ
順

延
し
ま
す
）
／
清
水
富
士
見
緑

地
集
合
／
軍
手
と
火
バ
サ
ミ
は

主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。
保
険

は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
／
後

援　

東
京
都
北
多
摩
北
部
建
設

事
務
所
／
協
賛　

東
大
和
市
環

境
課
、
森
永
乳
業
㈱
／
■問
 

小
倉

　

―
５
４
６
７
―
６
８
６
０

０７０□
講
演
会
「
あ
れ
か
ら
３
年
こ

れ
か
ら
も
続
く
放
射
能
問
題
」

（
東
大
和
か
ら
放
射
能
不
安
を

な
く
す
会
）
／
４
月　

日
午
後

２７

２
時
〜
４
時
／
中
央
公
民
館
／

■講
 

池
田
こ
み
ち
／
■費
 
　

円
／
■問
 

３００

懸
樋　

―　

―
７
４
７
８

０４２

５６５

□
第　

回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

７８

ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中

学
生
以
上
の
方
／
５
月　

日
午

１８

前
８
時
〜
午
後
６
時
（
予
備
日

６
月
１
日
）
／
上
仲
原
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／　

人（
申
込
順
）

６０

／
男
女
別
１
チ
ー
ム
６
人
の
ク

ラ
ス
分
け
団
体
戦
／
■費
 

１
チ
ー

ム
三
千
円
／
■申
 

５
月
９
日
ま
で

に
貴
島　

―　

―
１
８
５
７
へ
。

０４２

５１１

□
太
極
拳
会
員
募
集（
一
楽
庵
）

／
高
校
生
以
上
／
毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時　

分
／
市
民

３０

体
育
館
／
気
功
法
を
取
り
入
れ

た
太
極
拳
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

大

村　

―
５
５
７
７
―
６
２
２
７

０９０
□
フ
ラ
ダ
ン
ス
会
員
募
集
（
ア

ネ
ラ
）
／
毎
月
土
曜
日
（
月
２

回
）
午
後
６
時
〜
７
時
／
中
央

公
民
館
／
■入
 

二
千
円
／
■月
 

二
千

円
（
ほ
か
に
雑
費　

円
）
／
■問
 

５００

芝
端　

―　

―
２
３
４
８

０４２

５６７

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み
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市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
に
対
す
る
助

成
を
行
い
ま
す
。
診
断
・
改
修

の
実
施
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
耐
震
診
断
の
助
成

▽
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日

５６

３１

以
前
に
着
工
さ
れ
た
市
内
に
あ

る
木
造
２
階
建
て
以
下
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
診
断
機
関　

東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
立
川
支
部
所
属
の

建
築
士
事
務
所
ま
た
は
東
京
都

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所

▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）

◎
耐
震
改
修
の
助
成

▽
対
象　

市
の
耐
震
診
断
の
助

成
制
度
を
受
け
て
診
断
し
た
結

果
、
耐
震
改
修
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

※
診
断
機
関
に
よ
る
工
事
監
理

が
必
要
で
す
。

▽
助
成
額　

耐
震
改
修
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額　

万
円
）

３０

※
詳
細
は
都
市
計
画
課
（
市
役

所
２
階
）、ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
２
ま
で
。

木
造
住
宅
の
 

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

　
　
　
　
　

助
成
制
度

ん
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
食
品
の

検
査
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
　

歳
以
上
の
市
民
の
方

２０

／
対
象
品
目　

個
人
消
費
を
目

的
と
し
た
一
般
食
品
（
飲
料
水
、

牛
乳
、
乳
児
用
食
品
は
除
く
）

／
申
込
方
法　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

の
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時
に
環
境
課
（
市
役
所

３
階
）
ま
た
は
電
話
に
て
事
前

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
／
当
日

は
、
予
約
し
た
本
人
が
身
分
証

明
書
（
健
康
保
険
証
等
の
本
人

及
び
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
）

を
持
参
し
、
環
境
課
で
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
／
注
意
事
項　

検

査
に
必
要
な
食
品
は
細
か
く
刻

み
、
１
リ
ッ
ト
ル
以
上
必
要
で

す
。
簡
易
検
査
で
あ
る
こ
と
を

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
な
検

査
を
希
望
す
る
方
は
、
専
門
機

関
を
紹
介
し
ま
す
／
申
込
み　

環
境
課
・
内
線
１
２
７
４
ま
で
。

　

■
祝
日
の
ご
み
収
集

　
　

４
月　

日
貂
は
祝
日
で

２９

　

す
が
、
ご
み
等
の
収
集
は

　

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
／

　

ご
み
対
策
課
・
内
線
１
２

　

４
１
ま
で
。

　

開　催　日
午後産科医師の話 5 月 8 日貅第 1 回
午後妊娠中の歯の話 5 月12日豺第 2 回

午前妊娠中の栄養の話
と調理実習 5 月15日貅第 3 回

午前妊婦体操と呼吸法 5 月22日貅第 4 回 午後
午前もく浴の実習 5 月24日貍第 5 回 午後

持ち物等内容（講師）日時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、健診
結果等

医師の講話（林秀和
氏）、血管年齢測定
（保健師）

5月10日貍
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、飲み
物、動きやすい服装

運動の実技と講話（運
動指導士）、お口の体
操（歯科衛生士）

5月15日貅
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、エプ
ロン、三角巾

栄養講話と調理実習
（栄養士）

5月21日貉
午前9時30分
～午後0時30分

5月 3日（祝日）の市役所本庁舎の土曜窓口業務はお休みします 毎週土曜日午前 8時 30分～正午に、市役所本庁舎の窓口の一部開庁をしていますが、5月 3日の
土曜日は、祝日（憲法記念日）と重なるため、お休みとなります／問合せ 企画課・内線 1424 まで
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
臨
時

収
納
窓
口
及
び
土
曜
開
庁
窓
口

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
今
月
の
休
日
臨
時
収
納
窓
口

４
月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

２７

３０

正
午

▽
土
曜
開
庁
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝

３０

日
は
除
く
）

※
休
日
臨
時
収
納
窓
口
・
土
曜

開
庁
窓
口
に
お
け
る
納
税
相
談

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
、申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
納
税

課
（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　4月30日（水） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 過年度分第1期分 

・介護保険料 過年度分第1期分 

・後期高齢者医療保険料 過年度分第1期分 

〈
一
般
書
〉

�
世
界
の
絶
滅
危
惧
生
物
図

鑑Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護

           
連
合
） 

編
集

�
間
違
い
だ
ら
け
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ　
　
   
木
寺
英
史 
著

�
ほ
ぐ
し
あ
そ
び

　
　
　
　
 
小
澤
る
し
や 
著

�
明
日
へ
の
し
ょ
う
ゆ

　
　
　
　
　
　
 
塩
沢
槙 
著

�
借
り
の
哲
学

　

サ
ル
ト
ゥ
ー
＝
ラ
ジ
ュ
’

           
ナ
タ
リ
ー 
著

〈
児
童
書
〉

�
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

　

ネ
ル
ソ
ン
’

     
カ
デ
ィ
ー
ル 
作
・
絵

�
か
え
る
く
ん
ど
っ
ち
が
ど

っ
ち
？　
　
   
松
橋
利
光 
著

�
思
い
出
を
レ
ス
キ
ュ
ー
せ

よ
！　
　
　
　
   
堀
米
薫 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し
ま
す

　

市
で
は
、
登
下
校
時
な
ど
の

安
全
対
策
の
た
め
、
私
立
小
・

中
学
校
等
に
通
学
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
防
犯
ブ
ザ

ー
を
貸
与
し
ま
す
。
市
立
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
は
、学

校
を
通
じ
て
希
望
者
に
貸
与
済

み
で
す
。
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

対
象　

私
立
小
・
中
学
校
等
（
特

別
支
援
学
校
、
外
国
人
学
校
を

含
む
）
に
通
学
し
て
い
る
児
童

・
生
徒
／
貸
与
期
間　

私
立
小

・
中
学
校
等
の
卒
業
時
ま
た
は

転
出
・
退
学
時
ま
で
／
申
込
方

法　

通
学
を
証
明
す
る
書
類
を

防
災
安
全
課
（
市
役
所
３
階
）

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
／
防
災

安
全
課
・
内
線
１
３
５
３
ま
で
。

■
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す

　

都
市
農
業
や
農
地
に
関
心
が

あ
り
、
健
康
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
あ
る
方
な
ら
農
業
の
知

識
や
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
月

１
回
程
度
、
平
日
に
行
わ
れ
る

農
業
実
習
に
よ
り
農
業
の
基
礎

知
識
を
学
ん
だ
後
、
適
時
、
農

業
者
の
求
め
に
応
じ
、
無
償
で

農
作
業
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で　

歳
以
上
の
方
（
グ
ル
ー

１８

プ
で
の
登
録
も
で
き
ま
す
）
／

若
干
名
／
申
込
方
法　

４
月　
２２

日
貂
ま
で
に
産
業
振
興
課
（
市

役
所
１
階
）
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
／
産
業
振
興
課
・

内
線
１
０
７
２
ま
で
。

■
農
地
管
理
に
ご
協
力
を

　

農
地
は
、
農
作
物
を
生
産
す

る
か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
農
地
の

管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ　

農
地
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
ご

み
を
投
げ
捨
て
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
畑
に
柵
が

な
い
か
ら
と
い
っ
て
勝
手
に
入

っ
た
り
、
犬
を
放
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
／
農
家

の
方
へ　

耕
作
を
行
わ
ず
雑
草

を
繁
茂
さ
せ
た
り
、
耕 
耘 
だ
け

う
ん

で
作
付
け
を
行
わ
な
い
と
、
近

隣
の
農
地
や
住
民
の
方
へ
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
管
理
を
し
ま
し
ょ

う
。
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

に
利
用
（
転
用
）
す
る
に
は
、

農
地
転
用
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
農
地
は
国
や
東
京

都
が
借
り
る
な
ど
法
律
に
定
め

の
あ
る
場
合
を
除
き
、
許
可
を

受
け
な
い
と
貸
し
借
り
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
・
内
線
１
０
７
２
ま
で
。

■
体
育
施
設
利
用
料
金
減
額
・

免
除
に
該
当
す
る
団
体
は
申
請

を
お
願
い
し
ま
す

　

体
育
施
設
利
用
料
金
の
減
額

及
び
免
除
に
該
当
す
る
団
体
は
、

社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
承

認
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
団

体
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
組
織
さ
れ
、
市
内
在
住
者
が

半
数
を
超
え
て
い
る
団
体
（
子

ど
も
料
金
対
象
団
体
及
び
東
大

和
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
の

う
ち
活
動
が
広
く
市
民
に
開
放

さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
／
提
出

書
類　

社
会
教
育
関
係
団
体
承

認
申
請
書
、
団
体
規
約
、
構
成

員
名
簿
、
平
成　

年
度
事
業
実

２５

績
書
及
び
収
支
決
算
書
、
平
成

������������������������������������

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストアで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

年
度
事
業
計
画
書
及
び
収
支

２６予
算
書
／
必
要
書
類
は
、
社
会

教
育
課
（
市
役
所
５
階
）
及
び

市
民
体
育
館
で
配
布
し
ま
す
／

申
込
方
法　

５
月
９
日
貊
ま
で

に
社
会
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
／
社
会
教
育
課
・
内
線

１
５
５
４
ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
〜
防
災

コ
ン
ク
ー
ル

　

北
多
摩
西
部
消
防
署
で
行
わ

れ
た
防
災
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
優
勝　

青
少
年
／
優
秀
賞

た
ん
ぽ
ぽ
、
東
京
ユ
ニ
オ
ン
ガ

ー
デ
ン
Ａ
、
多
摩
湖
畔
自
治
会

／
敢
闘
賞　

ス
テ
イ
ツ
武
蔵
野

・
グ
ラ
ン
パ
サ
ー
ジ
ュ
管
理
組

合
、
第
一
光
が
丘
、
よ
つ
わ
Ｂ

／
北
多
摩
西
部
消
防
署
�　

―
０４２

　

―
０
１
１
９
へ
。

５６５

睡眠障害はありませんか　
　日本では、成人の５人に１人が不眠に悩

んでいるという調査結果があります。睡眠

障害のサインは、①不眠②日中の過剰な眠

気③睡眠中の異常行動④睡眠と覚醒リズム

の問題の４つに分けられます。睡眠障害に

よって、眠気やだるさ、集中力の低下など

日中にも症状が出現します。また、睡眠不

足や睡眠障害が長期間持続すると、生活習

慣病やうつ病などになりやすくなることが

あります。快適な睡眠をするために、睡眠

習慣を見直してみましょう。

①朝の光で体内時計をスイッチオン

　毎朝同じ時間に起床して、太陽の光をあ

びましょう。

②就床時刻にこだわりすぎない

　眠ろうと意気込んで床に入るのは逆効果

です。３０分以上眠れなかったら床を離れて、

リラックスしてから床に入りましょう。

③睡眠時間にこだわらない

　一般的に年齢が上がると睡眠時間は短く

なります。大事なのは睡眠時間ではなく、

睡眠の質です。

④夕食後のカフェインを避ける

　カフェインの覚醒作用は接種後３０分か

ら出現して４～５時間続きます。

⑤アルコールは不眠のもと

　アルコールは睡眠が浅くなり中途覚醒が

増えてよい睡眠をすることができません。

　睡眠障害のサイン以外にも、休養感がな

い、体調がすっきりしない等を感じたら、

心や体が疲れているサインかもしれません。

１人で抱えこまず、専門家に相談をしまし

ょう。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健

センター（�０４２-５６５-５２１１）まで。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

仕
事
の
受
注

　

次
の
仕
事
を
お
受
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
（
大
工
仕
事
、
内
装
工
事
、

電
気
工
事
） 
、
襖
・ 
障
子
・
網
戸

ふ
す
ま

張
り
替
え
、和
・
洋
服
仕
立
て
、

家
事
手
伝
い
、
除
草
、
屋
内
外

の
清
掃
、
植
木 
剪 
定
、
チ
ラ
シ

せ
ん

配
布
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）、
パ
ソ
コ
ン
周

辺
機
器
の
設
定
、
毛
筆
宛
名
・

賞
状
書
き
な
ど
、
家
庭
の
ち
ょ

っ
と
し
た
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
料
金
は
仕
事
の
内
容
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
／
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
０

０４２

５６５

５
３
１
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
手
話
講
習
会
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

高
校
生
以
上
の
方
／
初
級
ク
ラ

ス
は
５
月　

日
貂
か
ら
、
中
級

２０

ク
ラ
ス
は
５
月　

日
貉
か
ら
、

２１

上
級
ク
ラ
ス
は
５
月　

日
貅
か

２２

ら
／
共
に
昼
・
夜
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
／
５
月　

日
貂
に
合
同

１３

開
講
式
を
開
催
し
ま
す
／
時
間

昼
コ
ー
ス
は
午
前
９
時　

分
〜

３０

　

時　

分
、
夜
コ
ー
ス
は
午
後

１１

３０

７
時
〜
９
時
／
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
／
各　

人
／
三
、
三
六

３０

〇
円
か
ら
／
申
込
方
法　

所
定

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒

　
　

東
大
和
市
中
央
３
―　

―

２０７-
００１５

９１２

３
、
�　

―　

―
０
０
１
２
、

０４２

５６４

フ
ァ
ク
ス　

―　

―
３
６
８
０
）

０４２

５６４

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

◎
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
料
金

が
変
わ
り
ま
し
た

　

消
費
税
の
改
定
に
伴
い
、
４

月
１
日
か
ら
、
さ
わ
や
か
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
金
が
変
わ
り
ま

し
た
。

利
用
料
金　

高
齢
者
等
支
援
の

利
用
料
金
に
つ
い
て
、
午
前
８

時
〜
午
後
６
時
は　

円
、
午
前

９７０

７
時
〜
８
時
及
び
午
後
６
時
〜

９
時
は
一
、
一
八
〇
円
。
子
育

て
支
援
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
は　

円
、

７５０

午
前
７
時
〜
８
時
・
午
後
６
時

〜
９
時
は　

円
／
い
ず
れ
も
１

９７０

時
間
当
た
り
の
税
込
料
金
で
す
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
�　

―　
０４２

５６４

―
０
０
１
２
へ
。

▲総合優勝 青少年チーム（写真下段）
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　ハミングホールのチケット
予約の電話番号と受付時間が
変更になりました。
●ハミング・ザ・シネマ《春》
①レ・ミゼラブル②最後のマ
イ・ウェイ
　５月２５日 豸①午前１０時３０分
開演②午後２時３０分開演／大
ホール　全席指定／５００円
●わらび座ミュージカル「小
野小町」
　６月１５日 豸午後３時開演／
大ホール　全席指定／４,５００円
（友の会４,０００円）／脚本　内
館牧子／演出　栗城宏
●わらび座ワークショップ～
わらび座劇団員と一緒に役者
体験を！
　５月１０日 貍午後２時から／
小ホール／事前申込制〔５月

チケット発売中の自主事業

１日 貅必着〕／５００円／定員　
３０人 
●本格的！和太鼓ワークショ
ップ
　祭り 囃子 も体験できる「お

ば や し

祭り編」（１４日）とみんなで曲
をつくる「創作編」（２２日）の
２回開催です。
　６月１４日 貍・２２日 豸午後２
時から／リハーサル室／事前
申込制〔６月２日 豺必着〕／
１,０００円／定員　各回１４人
【ワークショップの申込方法】
　往復はがきの往信面に①講
座名②希望日・時間③住所④
氏名（ふりがな）⑤年齢⑥性別
⑦電話番号を、返信面に住所
・氏名を記入のうえハミング
ホール（〒２０７-００１３東大和市
向原６ － １）へ。記入漏れ、複
数応募は無効です。定員を超
えた場合は抽選となります。

 

●１９６６カルテット　ビートル
ズ・クラシックス・コンサート
　ビートルズナンバーをピア

新規に発売する自主事業

ノカルテットでお届けします。
　７月１２日貍午後３時開演／
大ホール　全席指定／３,５００円
（友の会３,０００円）
　４月１９日貍から一般発売を
開始します。

 

●フレッシュ・クラシック
　４月２３日貉正午開演／入場
無料／曲目　カミーユ・サン
＝サーンス「動物の謝肉祭」
より「白鳥」、 J.S.バッハ「ア
リア」、マックス・ブルッフ「コ
ルニドライ」ほか／出演　山
本善哉（チェロ）、丸山智代（ピ
アノ）　

 

　市民を対象とした調整会議
は、５月１日貅午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

５月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

制
度
（
現
金
払
い
）
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す

る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
に
つ

２６

い
て
、 
１
年
度
分
（　

か
月

１２

分
）
を
現
金
で
前
納
す
る
と

「
三
、
二
五
〇
円
」
の
割
引
、

６
か
月
分
を
現
金
で
前
納
す
る

と
「
七
四
〇
円
」
の
割
引
と
な

り
ま
す
。

※
１
年
度
分
（　

か
月
分
）・
６

１２

か
月
分
前
納
の
お
支
払
い
期
限

は
平
成　

年
４
月　

日
で
す
。

２６

３０

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１

年
度
分
（　

か
月
分
）
や
６
か

１２

月
分
だ
け
で
は
な
く
、
任
意
の

月
分
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分
を

前
納
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
場
合
、
別
に
納
付
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
立
川
年

金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大

さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な

い
時
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
ま

た
は
猶
予
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
は
、
申

２６

請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月

分
ま
で
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
・
失
業
な
ど
を

理
由
と
し
た
免
除
（
特
例
免
除
）

に
つ
い
て
も
、
平
成　

年
４
月

２６

か
ら
は
、
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除

の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
平
成　

年
３
月
以
前

２６

の
災
害
・
失
業
な
ど
も
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
過
年
分
の
審
査

対
象
期
間
は
、
２
年
１
か
月
前

ま
で
で
す
）。

　

必
要
な
添
付
書
類
や
申
請
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

�
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で

免
除
（
猶
予
）
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅

れ
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者

納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て

も
所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）  

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年５月大・小ホール
平成２６年１１月その他の施設

出会いの現場 －東大和市の働き人－　
　誰だって、なじられればへこみます。優しい
言葉をかけられれば、元気になります。
　これを日々体感している部署が、市役所の中
にあります。市民部市民課です。
　ここは、住民票や印鑑証明の発行、戸籍登録
などで、市民サービスの最前線にあります。
　だからこそ、市民の行政への思いや考えが、
直接に伝わってくるところです。
　今回、この現場で奮闘する市民課職員の方々
から、お話を伺いました。
　まず、市民である私の自戒にもつながった事
は、「私たちは、褒められるよりも、叱られる事
の方が多いのです」との、この方々の述懐です。
　特に、「遅い」とのクレームは、その職務への
無理解がある、との印象を強く持ちました。
　このような市民の姿勢の背後には、今の風潮
である行政非難への同調と、権利行使について
の自分本位になりがちな考え方が、見え隠れし
ていると思います。
　しかし、そのような部署だからこそ、市民の
方々とのナマの心暖まる交流も生まれます。
　取材の中で、「困ったり、必要な事があって皆
さん市役所に来られるのだから、その思いとし
っかり向き合いたい」との言葉に触れました。
　これは、市民課のみならず、市職員共通の思
いを代弁したものと、私には映りました。
　市民課でも、そんな心意気によって、市民の
方々との出会いが重ねられています。
　心の弱さを抱える方に傾聴しながら業務を行
い、感謝された経験。涙ながらに悩みを訴える
方に寄り添いながら、その方だけへの対応に１
時間、２時間を費やした例。等々。
　これを聴いて、市役所の一角で、こんなドラ
マが日常的に展開されているのかと、私は感動
しました。
　「小事に忠実でこそ大事成る」と、古人は語
ります。市民と行政の協働も、こうしたところ
に、原点があるのではないでしょうか。
                    （平成25年度市民記者　浅利和彦）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

受付時間：午前9時～午後5時 
042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

こまったときの救急ハウス
協力していただける方を募集します　

　「こまったときの救急ハウス」とは、通学途中など
に防犯上の非常事態が発生した時に、小・中学生の保
護等を地域の皆さんにお願いするものです。協力して
いただける方には、自宅の門や塀などに子どもたちの
目印となるポスターの掲示をお願いしています。

�問合せ　青少年課・内線 1742 まで。
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